
H26年度第 1回保全事業報告会 

 

<開催日時> 

 平成２７年９月２７日（土）13：30-15：00 谷津干潟自然観察センター（31名） 

<説明内容> 

 国指定谷津鳥獣保護区保全事業の取り組み状況 

 これまでの経過報告と平成 26年度の計画説明 

※資料 

説明資料.pdf 

 

http://yatsu-hozen.com/%E8%AA%AC%E6%98%8E%E8%B3%87%E6%96%99.pdf
http://yatsu-hozen.com/IMG_1136.JPG


国指定谷津鳥獣保護区
保全事業の経緯

1
関東地方環境事務所



□谷津干潟の現状
■谷津干潟における環境変化
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■環境悪化の懸念

貝殻堆積による東京湾への海水の流出

量の低下、地盤沈下等により、シギ・チド

リ類が採餌可能な干潟の量（干出面積・

時間）が減少しています。

アオサの腐敗臭により周辺住民の生活

環境が著しく悪化しており、生活環境の

改善が求められています。

貝殻堆積等による干潟の
干出面積・時間の減少

アオサの腐敗

個
体
数
/
年
間
調
査
日
数

その後、泥が徐々に流出し、一部で地盤高の

低下、砂質化や貝殻の堆積、生物では貝類の

増加やアオサの繁茂・腐敗などがみられ、砂

泥質干潟の環境へと変化しつつあります。

1970年代に周囲が埋立てられた 当時は埋立

工事で発生した泥が干潟内に厚く堆積しており、

ゴカイやカニの多く生息する泥質干潟でした。

シギ・チドリ類の飛来数は全国的に減少して

います。谷津干潟でも1970年代から減少傾
向にあり、年間の飛来数(日平均)は1990年
頃に比べて現在は１/４程度となっています。

1970

1996

2012
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□保全事業の実施（平成22年度～）

3

■国指定谷津鳥獣保護区保全事業計画

平成24年3月に保全
事業を効果的に推進

するために策定

■保全対象と保全目標

短期的には現状維持、長期的にはラムサール条約

湿地登録時(1993年)の干潟を目指し、採餌可能な

面積・時間と餌となるゴカイの量(重さ)を指標とする。

鳥類（シギ・チドリ類）が
渡来（採餌）できる干潟環境の保全

周辺住民の生活環境の保全
（アオサ悪臭対策）

短期的には現状より軽減、長期的には生活する上

で著しい支障がないことを目指し、アオサの腐敗状

況（大気中の硫化水素濃度）を指標とする。

■保全対象と保全目標
■保全事業の位置づけ



□保全事業の取組み状況（平成26年度現在）

緊急的な対策の実施(アオサ回収)

H２２年度 H２３年度 H２４年度 H２５年度 H２６年度

資料整理
現地調査

分析・解析

保全事業の
計画検討

地域との連携

基礎調査

課題抽出・要因分析

机上検討(数値ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ)

施工 ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ 試験方法の改良 ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

施工 ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ 規模拡大 ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

検 討 会

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ運営

※H14年度より継続実施

専門家の助言

資料整理

対策具体化に向けた補足調査(適宜)
地形・底質・流れ・底生生物

報 告 会

アオサ・ﾎﾝﾋﾞﾉｽｶﾞｲ・流路内堆積（貝殻）等

底質改良試験

嵩上げ試験

施工 ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ 規模拡大杭設置試験

保全方針・保全対策

施工 ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

保全事業の実施

事業内容・ｽｹｼﾞｭｰﾙ・体制

流路の堆積物除去試験

保全事業へ

実施計画の公表

実証試験

対策の具体化

事業計画の公表
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□今後の予定

行政や地域が一体となる
谷津干潟全体の取組みとして推進

今後の保全事業の具体的な
内容（対策内容・モニタリング内容）

進め方（スケジュール・役割分担）を整理

事業の進捗
・課題の
とりまとめ

関係主体
との適切な
役割分担

事業の
効率化
検討

地域連携の
推進

実施計画作成

平成26年度

平成27年度
以降
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これまでの経過報告と
平成26年度の計画説明
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３．地域との連携

２．目標設定の調査・干潟のモニタリング

１．保全事業の実施



１．保全事業の実施 8

□保全対策メニュー



１．保全事業の実施

1 2 3

対策メニュー 実証試験 対策 維持管理・改善

■嵩上げ H24.3 H25.3 現在は改善の必要性は発生
していない

■杭設置 H24.9 H25.3 H26.3（両側延長）
■堆積物除去 H26.2 H27以降の予定

■底質改良 H23.3 試験継続中

9



１．保全事業の実施

□嵩上げ・杭設置：アオサの吹き寄せ・堆積を防ぐ

平成25年8月5日

嵩上げ

杭設置

平成23年7月13日施工前

施工後

施工後は護岸からアオサを遠ざけることができています

改善後 平成26年9月5日

杭がない箇所よりアオサが内側へ流入

平成25年9月5日

H26.3
杭を延長
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１．保全事業の実施 11

H25/7/23

杭によりアオサが止められています

杭周辺の
撮影写真
（干潮時）

H25/8/18 H25/9/7

H25/9/16 H25/10/24 H25/11/11

内側にアオサが侵入

位置図

設置杭

撮影方向
内側

内側



１．保全事業の実施

掘削範囲
（県道15号下）

三角干潟

高
瀬
川

沈殿槽

②送泥

⑤貝殻と土はトラックで
搬送後、処分

①ポンプを使って水中の堆積物（土・貝殻）を吸引

□堆積物除去（平成26年2月実施 掘削量：180m3）
干潟内の流れを改善し、干出時間・干出面積を増やす

12

高瀬川合流点の貝殻堆積
がみられる箇所で実施

③貝殻、土、水に分離

④分離後の水は放流



１．保全事業の実施 13

□堆積物除去の影響・効果

小規模な工事のため干潟内の水位や地形の変化は小さい
三角干潟内の水は流れやすくなりました

直線的に流れるようになった迂回して流れていた

掘削範囲
（180m3）

13

堆積していた貝殻は
ホンビノスガイが多かった

施工前 施工後（三角干潟） （三角干潟）



１．保全事業の実施

□底質改良試験：底質を砂⇒泥にすることでゴカイ類をふやす

平成25年1月16日平成23年3月8日

泥分の多い底質材をかぶせた

ゴカイ類の種類や量が変化している傾向がみられた（平成25年度）
今年度も継続して経過を確認しています

14

施工直後 施工後



２．目標設定の調査・干潟のモニタリング 15

□底質・底生生物調査（11箇所：B1～B11で実施）
【目標設定】シギ・チドリ類の採餌環境の目標

【干潟のモニタリング】全域の環境の状態、過去からの変化を知る基本データ

□大型二枚貝調査（生息量が多い2箇所：B9・B10で実施）
【干潟のモニタリング】

干潟の環境を悪化させる
恐れのある生物
（流れの阻害、在来生物との競合等）
増加のスピード、今後の変化傾向を確認 大型から小型個体まで大量に確認

今後も増加する可能性が高い

ゴカイ類の湿重量（g/m2）

硫化物（mg/g）



２．目標設定の調査・干潟のモニタリング

□アオサの腐敗状況調査
【目標設定】周辺住民の生活環境（アオサの悪臭対策）の目標

16

硫化水素（アオサの臭いの指標）
の連続観測器を２箇所に設置

H1：干潟内（杭の外側）
臭いの発生源に近い
場所の値

H2：遊歩道（杭の内側）
周辺住民の生活エリア
に近い場所の値
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H1（干潟内）
H2（遊歩道）

H2（遊歩道）では5～7月、
11月に臭いが強い傾向

H1（干潟内）とH2（遊歩道）
との差をみると対策の効果が
現れているとみられます



３．地域との連携 1717

□報告会の開催

３．地域との連携

平成22年度（2/20・2/22：谷津干潟自然観察センター、78名）

平成23年度（8/5・1/20 ：谷津干潟自然観察センター、46名）

平成24年度（10/12・2/26 ：谷津干潟自然観察センター、58名）

平成25年度（9/11・1/16 ：谷津公民館、32名）

平成26年度

⇒1回目：9/27（土）谷津干潟自然観察センター 休日の昼間に開催

⇒2回目：2～3月に開催予定



３．地域との連携 18

□住民参加モニタリングの試験運用（平成26年9月26日現在）

投稿していただいたみなさま、ありがとうございます！！

■投稿者数 58人

■全投稿回数 202回

■投稿回数ランキング

１位（48回） honza さん

2位（28回） 津田沼高校生物部 さん

3位（27回） やまと さん



３．地域との連携

□住民参加モニタリングの試験運用

■におい投稿数の季節変化

※硫化水素の連続観測結果

（0.5ppmを越えた日数）

と傾向は概ね整合

• 5月に「くさい」の投稿があった
• 2月、6月、7月の「少しくさい」の
投稿数の割合が比較的高かった

■地点別のにおい投稿数

• NO.5:谷津南小前とNO7：バラ園南では、

「くさい」「少しくさい」の投稿数割合が半分以上

19
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３．地域との連携

第１回
2013年8月24日（土）

105名参加
★「愛で包もう谷津干潟」
と同時開催

第２回
2013年10月27日（日）

約100名参加
★「アオサについて考える集い」
と同時開催

第３回
2014年2月2日（日）
約70名参加

★「えっさ、ほいさ！みんなで干潟の
ゴミ拾い」と同時開催

○現地見学（嵩上げ試験区）
○展示（パネル・生物）
○工作（缶バッジ）等

○アオサの量を調べよう
○展示（パネル・生物）
○市民参加ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ体験等

○木杭につけるﾊﾞｰﾄﾞﾃｰﾌﾞﾙ
○市民参加ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ結果発
表、市民参加ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ体験等

□住民参加イベント （平成25年度）

20



３．地域との連携

■開催日 平成26年9月21日（日）
■参加者数 21名（大学生16名・高校生5名）
■目的
高校生、大学生が持っている谷津干潟に関する興味や問題意識を、同世代間や行政職
員等との間で共有すること
谷津干潟を保全するために必要な取組みについて意見を出し合うこと

■実施内容
現場（干潟内、周辺）での高校生・大学生、環境省、習志野市の課題、興味、取組み共有
参加者全員による意見交換、グループワーク

21

□住民参加イベント （平成26年度）
谷津干潟保全事業・学生ワークショップ『谷津干潟を共に観てみよう、調べてみよう』

（主催：関東地方環境事務所・共催：習志野市・谷津干潟自然観察ｾﾝﾀｰ、千葉県）

現場での共有①
（生物調査について）

現場での共有②
（ｱｵｻ・環境変化について）

意見交換
グループワーク

グループワーク成果
の発表



３．地域との連携

谷津干潟の保全活動の詳しい内容
専門家の現地調査の内容・方法
シギ・チドリ類の飛来数減少の原因
他のラムサール条約登録湿地の状況
これまでのアオサ対策による周辺住民の
反応

□学生ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ成果

22

■今後取り組みたいこと・同世代で一緒にできそうなこと

1回目に得られた意見を基にし、学生との連携により次回の取組みを企画する予定

見たい・知りたい

行動・実践したい

考えたい・話合いたい

輪を広げたい

一緒に活動する仲間を増やす
ツイッター等で同世代に情報発信
住民へのチラシの回覧・配布
子供が参加できるイベントの企画
これまで活動に参加してこなかった大人
もまきこみたい
大学等でのイベントの広報活動
小学校での環境教育

アオサ回収への参加
現地調査（底質・土質・魚類・植物等）
アオサの有効活用
アオサの肥料化、石けんづくり等の取組
みの普及
貝殻回収の一環として、潮干狩りの実施
やホンビノスガイの食用化

干潟の環境を考えるシンポジウム
過去に失われた土砂供給に代わる対策
アオサの大量有効活用方法
周辺企業、住民による干潟への影響
人間活動と環境とのバランス
地球温暖化による干潟環境への影響



３．地域との連携

これまでの調査・検討結果を踏まえ平成27年度以降の保全事業の具体的な内容（対策内
容・モニタリング内容）、進め方（スケジュール・役割分担）をとりまとめ

23

□実施計画書の作成

項目 計画内容

対策
内容

【対策済】
嵩上げ・杭設置（ﾊﾞﾗ園南東）

現状の効果を持続し、必要に応じた改善を行うことが課題
効果を持続するための要件（形状等）、維持管理方法を検討

【実証試験中】
堆積物除去
（西側流路～三角干潟）
底質改良（中央～東側）

実施による影響を見通し干潟環境に劇的な変化がない様に
対策を進めることが課題
段階的な実証試験の方法、不測の事態が生じた場合の対策
等を検討

【市民団体により実施中】
ｱｵｻ回収（全域）

対策を長期的に継続することが課題
行政の支援方法、経験のない市民の参加方法等を検討

ﾓﾆﾀ
ﾘﾝｸﾞ
内容

・底生生物・底質のﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
・ｱｵｻのﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
・鳥類のﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
・ﾎﾝﾋﾞﾉｽｶﾞｲのﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

科学的ﾃﾞｰﾀと専門家の助言を踏まえ、効率的なﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞを
継続することが課題
ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞの頻度の見直し、既存設備や自動観測機器の活用
により、労力やｺｽﾄがかからない方法を検討
市民が参加しやすい手法を採用し、普及啓発の意味も含め
た市民との協働による継続的な方法を検討

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 長期ｽｹｼﾞｭｰﾙ（年単位）と短期ｽｹｼﾞｭｰﾙ（月単位）を検討
進捗確認、事業評価を行う時期と場所を設定

実施体制・役割分担 関係者が適切な役割分担を行い、各主体が連携し効果的・
効率的に事業を進めるための体制を検討



□今年度のスケジュール（案）

目標設定

干潟のモニタリング

保全事業の実施

地域との連携

目標の具体化に向けた現地調査
（底質・底生生物調査／アオサ分布・腐敗状況調査）

底質改良試験のﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ・評価

杭設置試験のﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ・評価

報告会 報告会

ＨＰの運営

嵩上げ試験のﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ・評価

イベント

学生との協働による企画

保全事業実施計画 1次案の作成

流路の堆積物除去試験の検討

24

2～3月予定

修正案の作成

年内に作成予定 意見の反映

公表・意見収集

9/27開催

11～12月予定


